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次年度予算に向けた

“会派からの提言”
　９月１７日から２５日に行われた決算特別委員会で、皆さんの税金の使われ方が審査さ
れました。審査の中で見えてきた問題点や課題に基づき、各会派から来年度の予算に反映
すべき提案が行われました。

英
知
を
結
集
し
、
難
局
を
乗
り
越
え
、
時
代
に
あ
っ
た
事
業
を

未
来
の
世
代
へ
負
担
を
押
し
付
け
な
い
た
め
に

災
害
復
旧
事
業
の
早
期
完
了
と
中
小
企
業
支
援
強
化
を

災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
加
速
し
、
住
み
続
け
た
い
呉
を
実
現

市
独
自
の
全
体
構
想
を
可
視
化
し
て
示
せ

誠志会

同志会市民
フォーラム

仁友会

公明党
呉市議会
議員団

◎
民
間
事
業
者
が
安
心
し
て
事
業
を
行
え
る
よ
う
、
災
害
特
約
な
ど
の
災
害
発
生

時
、
発
生
後
の
約
束
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

◎
市
民
の
声
を
し
っ
か
り
と
聞
き
、
利
便
性
が
高
く
な
る
よ
う
な
公
共
交
通
網
の

再
構
築
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
。

◎
技
術
職
を
は
じ
め
と
し
て
３
０
代
、
４
０
代
前
半
の
有
能
な
若
手
職
員
を
確
保

し
、
こ
れ
か
ら
の
呉
市
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
検
討
す
る
こ
と
。

◎
豪
雨
災
害
時
の
道
路
交
通
網
遮
断
、
長
期
に
わ
た
る
断
水
な
ど
に
よ
り
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
重
要
性
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
た
め
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
整
備
・
維
持
に
も
重

点
を
置
く
こ
と
。

◎
病
院
事
業
会
計
は
患
者
数
の
減
少
に
よ
っ
て
収
入
が
減
少
し
、
3
年
連
続
の
赤
字
決

算
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
営
業
努
力
を
行
う
な
ど
意
識
改
革
を
進
め
て
い
く
こ
と
。

◎
呉
市
内
の
企
業
も
人
手
不
足
に
よ
る
就
業
外
国
人
依
存
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の

家
族
を
含
め
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
文
化
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
・
保
育
な
ど
の

対
応
を
行
う
こ
と
。

◎
豪
雨
災
害
発
生
以
降
、
人
手
不
足
や
工
事
量
増
加
に
よ
る
入
札
不
調
等
で
時
間
を
要
し
て

い
る
が
、
国
や
県
、
業
界
団
体
と
連
携
し
、
可
能
な
限
り
早
期
の
復
旧
を
目
指
す
こ
と
。

◎
被
災
し
た
中
小
企
業
の
事
業
再
生
と
新
た
な
発
展
に
向
け
、
各
種
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
周
知

と
有
効
活
用
へ
の
働
き
か
け
を
継
続
す
る
こ
と
。

◎
職
員
が
や
る
気
を
持
っ
て
職
務
に
当
た
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
臨
時
職
員
・
嘱
託
職
員

を
含
む
職
員
の
処
遇
改
善
に
努
め
る
こ
と
。

◎
自
然
災
害
に
対
す
る
砂
防
・
治
山
事
業
や
急
傾
斜
地
対
策
、
河
川
改
修
な
ど
の

強
靭
化
対
策
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、
国
・
県
へ
の
働
き
か
け
を
強
め
る
こ
と
。

◎
呉
駅
周
辺
地
域
総
合
開
発
は
、
本
市
の
都
市
特
性
を
踏
ま
え
た
地
方
再
生
モ

デ
ル
と
し
て
、
全
市
民
が
共
感
で
き
る
計
画
を
推
進
す
る
こ
と
。

◎
次
世
代
通
信
５
Ｇ
の
普
及
を
見
据
え
、
市
内
全
域
へ
の
高
速
通
信
網
整
備
を

促
進
す
る
こ
と
。
併
せ
て
、
防
災
情
報
網
を
再
構
築
す
る
こ
と
。

◎
世
界
で
も
例
の
な
い
日
本
の
人
口
減
少
と
超
高
齢
社
会
の
同
時
進
行
は
大
き
な

構
造
変
化
で
あ
る
が
、
本
市
も
例
外
で
は
な
い
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
。

◎
呉
駅
周
辺
の
開
発
は
地
域
の
総
合
交
通
拠
点
と
防
災
拠
点
と
な
り
、
ま
た
、
市

民
の
憩
い
の
場
と
な
る
た
め
、
市
民
の
小
さ
な
声
も
聞
い
て
い
く
と
と
も
に
、

市
民
に
情
報
を
開
示
し
、
力
強
く
進
め
る
こ
と
。

◎
国
連
で
採
択
さ
れ
た
持
続
可
能
な
開
発
目
標
に
従
い
、
本
市
で
も
仮
称
「
呉
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
計
画
」
を
策
定
し
、「
誰
一
人
と
し
て
取
り
残
さ
な
い
社
会
」

の
実
現
を
目
指
す
こ
と
。

会派別名簿

土井 　正純
中田 　光政
小田 晃士朗
福永 　髙美

岡﨑 源太朗
橋口　　 晶
定森 健次朗
森本 　茂樹

北川 　一清
岩原　　 昇
井手畑 隆政

田中 みわ子
加藤 　忠二
片岡 　慶行

渡辺 　一照
神田 　隆彦
谷　　 惠介

石﨑 　元成
林田 　浩秋
梶山 　政孝

藤原　　広
阪井　昌行

檜垣　美良
上村　臣男

中原　明夫
山本　良二

光宗　　等

誠志会

同志会

市民
フォーラム仁友会

公明党
呉市議会
議員団
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問　
高
齢
者
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り

　

市
長
は
全
て
の
市
民
が
輝
く
ま
ち

の
実
現
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
高
齢

者
が
わ
く
わ
く
い
き
い
き
す
る
呉
市

の
実
現
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
か
。

答　
　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
健
康
で
生

き
が
い
を
持
ち
、
自
分
ら
し
く
自
立

し
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
、

そ
う
い
う
呉
市
を
実
現
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問　
保
育
士
確
保
の
取
り
組
み

　

呉
市
独
自
の
保
育
人
材
確
保
の
方

向
性
と
、
賃
金
な
ど
の
勤
務
条
件
は

他
市
と
比
較
し
て
ど
う
で
す
か
。

答　
　

民
間
施
設
に

対
し
て
は
、
国

の
施
策
に
連
動

し
た
賃
金
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る

運
営
費
助
成
を

毎
年
増
額
し
、

再
就
職
セ
ミ
ナ
ー
も
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
年
度
は
保
育
士
の
交

流
会
な
ど
を
通
じ
、
離
職
防
止
や
新

規
雇
用
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。
民
間
保
育
士
を

対
象
と
し
た
実
態
調
査
や
県
内
保
育

士
養
成
校
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
な

ど
を
踏
ま
え
、
他
都
市
の
取
り
組
み

も
参
考
に
人
材
確
保
施
策
の
検
討
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

問　
安
芸
灘
大
橋
の
早
期
無
料
化

　

安
芸
灘
大
橋
の
高
額
な
通
行
料
金

は
地
域
の
人
口
減
少
の
一
因
と
考
え

ま
す
。
市
長
は
選
挙
の
際
に
、
通
行

料
金
の
早
期
無
料
化
実
現
を
力
説
さ

れ
、
地
域
住
民
は
大
き
な
期
待
を
寄

せ
て
い
ま
す
が
、
進
捗
状
況
を
伺
い

ま
す
。

答　
　

広
島
県
は
安
芸
灘
大
橋
有
料
道
路

事
業
の
借
入
金
の
着
実
な
償
還
と
適

切
な
維
持
管
理
に
努
め
て
お
り
、
現

時
点
で
は
、
通
行
料
金
そ
の
も
の
の

見
直
し
の
ハ
ー
ド
ル
は
非
常
に
高
い

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

ひ
と
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り

仁
友
会

田
中
み
わ
子
議
員

議
員
：
人
が
大
切
に
さ
れ
る
ま
ち
と
は
?

市   

：
全
て
の
市
民
が
夢
に
向
か
っ
て
挑
戦
し
、
そ
れ
を
応
援
す
る

代
表

　
質
問

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
代
表
質
問
と
個
人
質
問
の

全
て
の
内
容
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
い
た
だ
く
と
簡
単
に

動
画
サ
イ
ト
に
接
続
で
き
ま
す
。

代表質問

決算審査Q&A
このたび行われた決算特別委員会では、

昨年の豪雨災害に関連する質疑もたくさん行われました。
その様子の一部を紹介します。

呉駅周辺地域の可能性として、自動運転や

MaaSを見据えた総合交通拠点の整備とい

うことで懇談会の中で提案をされたもので

あり、具体性は今年度基本計画を策定して

いく中で、市民意見をしっかり伺いながら実

現可能性を含め検討したいと考えています。

災害対応を優先的に行うため、例えば通常

の道路・河川工事や各種イベントを中止する

など、事業を中止したり、翌年度に繰り越し

たりしました。

災害時における道路情報の把握、他の被災地

への支援経験による臨機応変の対応、他都市

からの応援職員への的確な指示などは、市の

職員だからこそできたことだと考えています。

市民生活に影響をきたさないためには、有事

の有無を問わず、総合的に考えながら再検討

していきたいと考えています。

昨年11月にＩＣＴを活用した遠隔操作ゲート

システムを既存の捕獲柵に設置したところ、

約11カ月間でイノシシ13 頭、鹿７頭を捕

獲できました。スマートフォンでライブ映像

を見ながら捕獲柵の扉を閉めることができ

るため、捕獲柵の見回りの軽減にもつなが

り、効率的に捕獲できたと考えています。

現在、呉駅前には、実現可能性を疑うよう
なイメージパースが描かれていますが、市
としてどのように考えているのですか。

昨年の豪雨災害によって、予定していた事業
ができなくなるなどの影響があったのでは
ないかと思いますが、どのような影響があり
ましたか。

このたびの豪雨災害を考えた場合、家庭ご
みの収集業務を100％民営化しないほうが
よいのではないかと考えますが、市はどのよ
うに考えていますか。

ＩＣＴを活用した有害鳥獣捕獲の実証実験
が行われましたが、どのような効果があり
ましたか。

Q Q

QQ

A
A

AA

平成30年度決算を認定

平成30年度呉市一般会計
決算認定案　　ほか 20件

　15 人の委員で構成する決算
特別委員会（委員長　中田光政
議員）で議案審査を行いました。
　そして、本会議において、全
ての議案を賛成多数により認定
しました。

一般会計
歳入総額 　歳出総額
1079億 8400 万円 1042 億 6500 万円
特別会計
歳入総額 　歳出総額
540億 1500 万円 528億 9700 万円
企業会計（収益的収支の状況、税抜き）

　収益 　費用
病院事業 6億 5200 万円 6億 8300 万円
水道事業 58億 5200 万円 56億 9300 万円
工業用水道事業 7億円 6億 2600 万円
下水道事業 68億 8000 万円 67億 1400 万円

（100万円未満切り捨て）

保育士の確保を
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問　
自
転
車
保
険
の
加
入
状
況

　

幅
広
い
層
が
自
転
車
を
利
用
す
る

中
、
自
転
車
保
険
へ
の
加
入
は
十
分

に
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
市
は
保
険

加
入
促
進
の
た
め
の
周
知
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て

い
る
の
で
す

か
。答　

　

市
内
小
中

学
校
で
は
自
転
車
教
室
を
は
じ
め
、

必
要
に
応
じ
自
転
車
に
関
す
る
傷
害

賠
償
保
険
制
度
で
あ
る
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク

へ
の
加
入
を
啓
発
し
て
い
ま
す
が
、

引
き
続
き
各
種
自
転
車
保
険
へ
の
加

入
を
強
く
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

問　
児
童
虐
待
防
止
へ
の
取
り
組
み

　

国
は
、
子
ど
も
と
そ
の
家
庭
や
妊

産
婦
等
を
対
象
に
現
状
把
握
、
情
報

提
供
、
相
談
、
調
査
、
指
導
、
関
係

機
関
と
の
連
絡
調
整
な
ど
の
必
要
な

支
援
を
行
う
た
め
、
子
ど
も
家
庭
総

合
支
援
拠
点
の
設
置
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答　
　

こ
の
拠
点
は
社
会
福
祉
士
や
認
定

心
理
士
、
保
健
師
等
が
中
心
と
な
り
、

問　
イ
ン
パ
ク
ト
あ
る
仕
掛
け
づ
く
り
を

　

人
口
減
少
に
お
け
る
呉
市
を
取
り

巻
く
情
勢
は
大
変
厳
し
い
中
、
呉

を
元
気
に
し
て
い
く
取
り
組
み
と

し
て
、
観
光
振
興
は
重
要
な
も
の
と

思
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
中
通
商

店
街
を
は
じ
め
と
す
る
中
心
部
へ
の

回
遊
性
を
高
め
る
早
期
な
仕
掛
け
づ

く
り
や
旅
行
者
に
対
す
る
イ
ン
パ
ク

ト
あ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
が
、
市
の
方
向

性
を
伺
い
ま

す
。答　

　

市
中
心
部

に
は
現
在
も

終
戦
前
後
か

ら
続
く
グ
ル

メ
や
ス
イ
ー

ツ
な
ど
の
老
舗
店
舗
が
活
躍
し
、
ま

た
、
魅
力
あ
る
町
並
み
も
多
く
残
っ

て
お
り
、
ま
ち
の
魅
力
の
再
発
掘
や

市
内
外
へ
の
情
報
発
信
な
ど
の
仕
掛

け
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
中
央
地
区
商
店
街
で
は
空
き

店
舗
が
増
加
し
て
お
り
、
遊
休
不

動
産
の
有
効
活
用
が
課
題
と
な
っ
て

問　
立
地
適
正
化
計
画
の
基
本
方
針

　

多
く
の
地
方
都
市
で
は
急
速
に
人

口
が
減
少
し
て
お
り
、
拡
大
し
た
市

街
地
の
ま
ま
人
口
減
少
が
進
め
ば
、

一
定
の
人
口
集
積
に
よ
り
支
え
ら
れ

て
き
た
医
療
や
商
業
等
の
生
活
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
や
持
続
可
能
な
都
市
経

営
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

ま
す
。
国
に
お
い
て
は
人
口
減
少
に

対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し

て
、
コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
考
え
方
を
示
し
、
コ
ン

パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
視
点

か
ら
立
地
適
正
化
計
画
の
制
度
が
創

設
さ
れ
ま
し
た
が
、
市
で
は
計
画
の

基
本
方
針
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
で
す
か
。

答　
　

コ
ン
パ
ク
ト
化
さ
れ
た
ま
ち
に
住

む
こ
と
で
、
若
者
や
女
性
、
高
齢
者
、

障
害
の
あ
る
人
、
全
て
の
人
が
住
ん

で
い
る
土
地
で
夢
を
持
ち
、
夢
に
向

か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
で

き
、
そ
し
て
多
く
の
市
民
が
そ
れ
を

応
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し

て
い
こ
う
と
す
る
人
が
こ
う
し
た
ま

問　
無
料
化
の
実
現
可
能
性

　

市
長
は
、
自
身
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

で
、
島
し
ょ
部
に
住
む
人
、
来
る
人

が
島
ラ
イ
フ
を
楽
し
め
る
環
境
づ
く

り
と
し
て
安
芸
灘
大
橋
の
早
期
無
料

化
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
無
料
化
は

事
業
を
実
施
し
た
広
島
県
が
最
終
的

に
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま

す
。
建
設
費
返
済
に
は
ま
だ
多
額
の

残
高
が
あ
る
中
、
呉
市
が
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
え
ば
早
期
無
料
化

が
実
現
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答　
　

広
島
県
は

広
島
県
道
路

公
社
が
管
理

運
営
す
る
有

料
道
路
事
業

を
事
業
費
の

返
済
が
終
わ

る
前
に
無
料
化
し
た
例
は
な
く
、
無

料
化
を
早
め
る
た
め
に
は
返
済
財
源

確
保
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
る
と
判

断
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

安
芸
灘
大
橋
の
通
行
料
金
の
引
き
下

げ
は
非
常
に
難
し
い
状
況
で
す
が
、

専
門
的
な
相
談
対
応
や
調
査
訪
問
な

ど
に
よ
り
、
支
援
や
継
続
的
な
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
を
行
う
な
ど
、
児
童

虐
待
対
応
の
機
能
強
化
を
図
る
役
割

が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
長
期
に
わ
た

る
継
続
し
た
寄
り
添
い
型
支
援
の
必

要
性
は
高
ま
る
た
め
、
人
材
確
保
・

育
成
に
お
い
て
児
童
相
談
所
と
連
携

を
深
め
、
設
置
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

問　
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
の
導
入

　

聴
覚
な
ど
に
障
害
が
あ
る
人
の
た

め
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｎ
Ｅ
Ｔ

１
１
９
）
の
導
入
に
対
す
る
市
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

答　
　

消
防
新
庁
舎
建
設
に
併
せ
、
令
和

２
年
度
か
ら
の
運
用
を
開
始
す
る
予

定
で
す
。

問　
災
害
時
の
ペ
ッ
ト
と
の
同
行
避
難

　

避
難
所
で
の
ペ
ッ
ト
の
受
け
入
れ

体
制
と
環
境
整
備
の
取
り
組
み
を
伺

い
ま
す
。

答　
　

施
設
管
理
者
と
調
整
し
受
け
入
れ

で
き
る
避
難
所
を
増
や
す
と
と
も
に

市
民
へ
の
周
知
を
図
り
ま
す
。

い
ま
す
。
今
後
、
遊
休
不
動
産
を
新

し
い
方
法
で
再
生
、
活
用
す
る
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、
複
合
的

な
取
り
組
み
に
よ
り
、
に
ぎ
わ
い
を

創
出
し
、
多
く
の
人
に
来
訪
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
災
害
後
の
交
通
対
策

　

昨
年
の
豪
雨
災
害
で
は
交
通
渋
滞

も
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え

ま
し
た
。
今
後
、
同
じ
よ
う
な
災
害

が
発
生
し
た
際
に
は
、
渋
滞
緩
和
策

と
し
て
車
の
利
用
を
抑
制
す
る
取
り

組
み
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
で
す

か
。答　

　

通
勤
交
通
強
靱
化
訓
練
の
中
で
、

マ
イ
カ
ー
通
勤
を
抑
制
、
分
散
す
る

取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
が
、
訓
練

の
中
で
渋
滞
改
善
効
果
が
確
認
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
今
後
も
継
続
的
な
訓

練
を
行
う
と
と
も
に
、
昨
年
の
経
験

を
生
か
し
、
直
ち
に
渋
滞
へ
の
対
策

を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
づ
く

り
に
備
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ち
に
集
ま
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

問　
呉
平
谷
線
の
進
捗
状
況

　

呉
平
谷
線
は
地
域
の
大
動
脈
と
も

言
え
る
路
線
で
す
が
、
慢
性
的
な
渋

滞
や
災
害
に
弱
く
、
住
民
は
常
に
不

安
を
感
じ
て
い
ま
す
。
呉
平
谷
線
の

改
良
完
成
ま
で
10
年
超
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
実
際

の
完
成
時
期
や

工
事
内
容
を
伺

い
ま
す
。

答　
　

二
河
川
に
張

り
出
す
形
で
工

事
用
桟
橋
を
建

設
し
た
後
、
橋

脚
の
建
設
と
上
部
工
の
架
設
を
行

い
、
最
後
に
ト
ン
ネ
ル
工
事
を
行
っ

て
此
原
工
区
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。
完
成
時
期
は
、
10
年
超
の
期
間

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
可
能
な

限
り
早
期
に
完
成
す
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
と
県
か
ら
聞
い
て
お
り
、

市
と
し
て
も
早
期
整
備
を
強
く
働
き

か
け
て
い
き
ま
す
。

安
芸
灘
地
域
の
振
興
策
は
、
広
島
県

と
引
き
続
き
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

問　
職
員
体
制
の
あ
り
方

　

合
併
当
時
約
２
６
０
０
人
い
た
職

員
を
、
計
画
に
基
づ
き
14
年
間
で

９
６
０
人
減
ら
し
た
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
仕
事
の
負
担
が
増
え
て
体
調

を
崩
す
職
員
が
多
い
と
聞
き
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
に
避
難
所
開
設
な
ど

の
対
応
を
迅
速
か
つ
適
正
に
行
う
た

め
に
は
多
く
の
職
員
が
必
要
で
す
。

職
員
の
健
康
や
危
機
管
理
な
ど
を
総

合
的
に
考
え
る
と
、
現
在
の
計
画
を

見
直
し
、
職
員
採
用
の
数
を
増
や
す

べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

答　
　

呉
市
は
他
市
と
比
べ
人
口
規
模
の

割
に
職
員
数
が
多
い
と
い
う
状
況
に

あ
り
ま
す
が
、
職
員
が
働
き
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
十
分
配
慮
を
し
て
い

く
と
と
も
に
、
職
員
採
用
に
つ
い
て

も
必
要
な
人
員
を
確
保
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
行
政
需
要
に
対
し
て
的
確
に
対

応
で
き
る
効
率
的
な
体
制
を
構
築
し

て
い
き
ま
す
。

代表質問

呉
市
民
を
守
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

観
光
振
興
と
災
害
後
の
交
通
対
策

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
形
成
と
幹
線
道
路
網
の
整
備

安
芸
灘
大
橋
の
早
期
無
料
化
と
職
員
体
制
の
適
正
化

公
明
党

檜
垣
美
良
議
員

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

光
宗
等
議
員

誠
志
会

中
田
光
政
議
員

同
志
会

神
田
隆
彦
議
員

議
員：市
長
公
約
の
安
芸
灘
大
橋
早
期
無
料
化
は
実
現
す
る
の
か
？

市   
：
多
く
の
課
題
が
あ
り
、
現
状
で
は
難
し
い

議
員
：
観
光
振
興
に
対
す
る
呉
市
の
考
え
方
は
？

市   

：
複
合
的
な
取
り
組
み
で
賑
わ
い
を
創
出

議
員
：
立
地
適
正
化
計
画
の
基
本
方
針
は
？

市   

：
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
で
誰
も
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

議
員
：
交
通
安
全
対
策
な
ど
の
今
後
の
取
り
組
み
は
？

市   

：
関
係
機
関
、
各
種
団
体
と
連
携
し
て
積
極
的
に
取
り
組
む

呉平谷線の早期改良を

ＴＳマーク

安芸灘大橋の無料化が課題リノベーションまちづくりを推進
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中
央
地
区
商
店
街
の
に
ぎ
わ

い
の
創
生

未
病
改
善
と
認
知
症
の
早
期
発
見
を

個人質問

問　
従
来
の
商
店
街
の
活
性
化
施
策

　

市
が
今
ま
で
推
進
し
て
き
た
空
き

店
舗
・
空
き
ビ
ル
に
関
す
る
施
策
の

取
り
組
み
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答　
　

空
き
店
舗
の
有
効
活
用
の
た
め
、

新
規
出
店
者
か
ら
魅
力
的
な
事
業
案

を
公
募
す
る
「
来
て
く
れ
店
舗
公
募

事
業
」
を
平
成
17
年
度
か
ら
実
施
し

て
お
り
、
新
規
出
店
等
が
89
店
舗
、

３
０
０
人
以
上
の
雇
用
を
創
出
し
て

い
ま
す
。

問　
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
策
の
展
開

　

空
き
店
舗
等
を
再
生
す
る
施
策
の

中
で
今
年
度
は
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス

ク
ー
ル
等
の
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
ど
う
い
っ
た
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
か
。

答　
　

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
対
象

物
件
の
再
生
を
核
と
し
た
成
功
事
例

を
示
し
て
い
く
こ
と
で
、
不
動
産
オ
ー

ナ
ー
、
事
業
オ
ー
ナ
ー
、
そ
し
て
こ

れ
ら
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
う
人
な
ど

の
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
発
掘
と
育
成
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
避
難
場
所
・
避
難
所
の
充
実

　

昨
年
の
７
月
豪
雨
災
害
以
降
、
避

難
場
所
・
避
難
所
の
重
要
性
が
増
し

て
い
ま
す
が
、
レ
ッ
ド
・
イ
エ
ロ
ー

ゾ
ー
ン
に
居
住
す
る
全
て
の
人
を
収

容
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
か
。

答
　
　

収
容
人
数
を
上
回
る
避
難
者
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
避
難
所
と
し
て
予

定
し
て
い
な
か
っ
た
ス
ペ
ー
ス
等
も
活

用
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

問　
落
走
・
汐
見
ケ
丘
地
区
に
避
難
所
を

　

落
走
小
学
校
が
廃
校
に
な
り
避
難

所
の
指
定
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
避

難
所
の
新
設
を
検
討
で
き
ま
せ
ん

か
。答　

　

当
該
エ
リ
ア
に
は
土
砂
災
害
に
対

応
で
き
る
避
難
所
は
な
い
た
め
、
吉

浦
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
や
吉
浦
中

学
校
な
ど
へ
の
避
難
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
が
、
緊
急
の
場
合
に
身
近
な

避
難
所
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
落
走
自
治
会
と
協

力
し
な
が
ら
、
民
間
施
設
を
含
め
た

新
た
な
避
難
所
を
探
し
て
い
ま
す
。

問　
公
文
書
の
外
国
語
表
記
の
意
味
合
い

　

３
月
定
例
会
で
も
指
摘
し
ま
し
た

が
、
先
日
の
委
員
会
資
料
に
「
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
」
と
い
う
言
葉
が
使

わ
れ
て
い
る
な
ど
、
相
変
わ
ら
ず
公

文
書
に
外
国
語
・
外
来
語
が
多
く
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
語
に
言
い
換

え
て
表
現
す
る
な
ど
の
配
慮
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
が
、
外
国
語
・
外
来

語
は
ど
う
い
う
意
味
合
い
を
も
っ

て
公
用
文
で
使
わ
れ
て
い
る
の
で
す

か
。答　

　

外
国
語
・
外
来
語
に
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
よ
う
に
既
に
定
着
し
て

い
る
も
の
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
よ

う
に
適
当
な
日
本
語
訳
さ
え
な
く
一

般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多

く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一
定
の
概
念

を
端
的
に
表
現
で
き
た
り
、
こ
れ
ま

で
な
か
っ
た
こ
と
や
思
考
な
ど
を
表

現
し
た
り
す
る
の
に
適
切
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。
今
後
も
、
読
む
人
の
立

場
に
立
っ
た
わ
か
り
や
す
い
公
文
書

と
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

日本遺産「呉鎮守府」開庁130周年記念事業

呉 市 議 会 議 場 コ ン サ ー ト
　呉鎮守府開庁 130 周年を記念し、海上自衛隊呉音楽隊と市立呉高等学校吹
奏楽部の合同演奏によるコンサートを開催します。また、議事堂４階ロビー
では、呉市の歴史を振りかえるパネル展示を行います。
　　　　日　時　　１２月９日（月）９時３０分～１０時
　　　　場　所　　呉市議会議事堂４階議場
※当日は 8 時 15 分から国際ソロプチミスト呉広場（呉市役所 1 階）議事堂入口で入場整理券を配布。定員 170 名（立ち見を含む）。

問　
未
病
改
善
セ
ン
タ
ー
の
設
置

　

市
役
所
を
訪
れ
た
市
民
が
、
メ
タ

ボ
、
立
ち
上
が
り
動
作
、
血
圧
や
血

管
年
齢
、
脳
の
元
気
度
測
定
等
が
で

き
、
そ
の
場
で
保
健
師
や
管
理
栄
養

士
が
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
未
病
改
善

セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
考
え
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

答　
　

不
特
定
多
数
の
市
民
が
利
用
す
る

場
所
で
の
健
康
機
器
の
管
理
や
指
導

す
る
職
員
の
配
置
に
課
題
は
あ
り
ま

す
が
、
認
知
症
の
早
期
発
見
を
促
す

新
機
器
導
入
は
、
更
新
時
期
を
見
据

え
つ
つ
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

問　
医
療
に
頼
ら
な
い
指
導
体
制　
　

　

未
病
診
断
や
脳
の
元
気
度
、
測
定

結
果
を
受
け
医
療
機
関
に
つ
な
げ
る

の
で
は
な
く
、
東
洋
医
学
も
組
み

入
れ
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
の
確

立
を
目
指
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。答

　

東
洋
医
学
は
健
康
づ
く
り
の
一
つ

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
の
安
全
・
安
心
に
向
け

て

公
文
書
で
の
外
国
語
表
記
の

見
直
し

定
森
健
次
朗
議
員

谷
本
誠
一
議
員

議
員
：
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
生
か

し
て
長
期
的
な
魅
力
化
を

市
　
：
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル

を
通
じ
て
人
材
育
成
を
行
う

議
員
：
避
難
場
所
・
避
難
所
の
現
状
と

今
後
の
対
応
は
？

市
　
：
民
間
施
設
を
含
め
た
新
た
な

施
設
の
活
用
を
検
討
す
る

議
員
：
外
国
語
表
記
の
見
直
し
を

市
　
：
読
む
人
の
立
場
で
文
書
作
成

を
行
う

議
員
：
軽
度
認
知
障
害
の
早
期
発
見

と
フ
ォ
ロ
ー
体
制
確
立
を
　

市
　
：
介
護
予
防
教
室
な
ど
に
つ
な
げ

る
重
症
化
予
防
は
重
要

個
人　質

問

藤
本
哲
智
議
員

沖
田
範
彦
議
員

生
活
保
護
と
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
制
度

ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
人

へ
の
支
援
体
制

問　
就
労
準
備
支
援
事
業
が
少
な
い
原
因

　

自
立
相
談
支
援
事
業
の
年
間
延
べ

人
数
が
８
１
５
人
に
対
し
、
就
労
準
備

支
援
事
業
は
41
人
で
す
。
利
用
が
少
な

い
理
由
は
交
通
費
や
生
活
費
が
支
給
さ

れ
な
い
か
ら
で
は
な
い
で
す
か
。

答
　

相
談
窓
口
に
来
ら
れ
た
人
の
う

ち
、
就
労
準
備
支
援
事
業
の
対
象
は

長
期
離
職
者
や
就
労
未
経
験
者
な
ど

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
41
人
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

問　
職
員
体
制

　

生
活
保
護
の
相
談
に
の
る
職
員
の

経
験
年
数
が
１
年
未
満
９
人
、
３
年

未
満
18
人
と
53
％
を
占
め
、
経
験
年

数
が
少
な
い
上
、
社
会
福
祉
主
事
の

資
格
の
な
い
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、

社
会
福
祉
士
も
配
置
す
る
べ
き
で
は

な
い
で
す
か
。

答
　

社
会
福
祉
主
事
の
資
格
を
持
っ
て

い
な
い
職
員
が
５
人
い
ま
す
が
、
現

在
研
修
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

社
会
福
祉
士
の
配
置
も
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

問　
支
援
体
制

　

80
歳
代
の
年
金
暮
ら
し
の
高
齢
の

親
が
、
収
入
の
な
い
ひ
き
こ
も
り

の
状
態
に
あ
る
子
ど
も
を
抱
え
て

生
活
困
窮
に
陥
っ
て
い
る
と
い
う

「
８
０
５
０
問
題
」
と
言
わ
れ
て
い

る
深
刻
な
実
態
が
出
て
き
て
い
ま
す

が
、
支
援
体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
か
。

答
　

ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る
人
の

中
に
は
社
会
的
生
活
の
再
開
が
著

し
く
困
難
に
な
っ
て
い
る
人
も
い

ま
す
。
ひ
き
こ
も
る
期
間
が
長
期
に

な
る
前
に
就
職
等
の
相
談
を
通
じ
て

社
会
と
の
つ
な
が
り
を
回
復
で
き
る

よ
う
対
応
し
た
り
、
東
西
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
個
別
・
訪
問
相
談
、

精
神
科
医
に
よ
る
相
談
を
行
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
向
け
に
ひ
き
こ
も
り

に
関
す
る
知
識
や
情
報
を
提
供
し
、

理
解
を
深
め
支
え
合
う
地
域
づ
く
り

の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。

奥
田
和
夫
議
員

山
上
文
恵
議
員

議
員
：
生
活
保
護
業
務
の
組
織
体
制

が
不
十
分
で
は
？

市
　
：
社
会
福
祉
士
の
配
置
も
含
め

て
検
討
す
る

議
員
：
深
刻
化
す
る
ひ
き
こ
も
り
へ

の
支
援
は
？

市
　
：
保
健
師
や
専
門
医
に
よ
る
相

談
を
実
施

厳かな雰囲気の中で
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西
消
防
署
に
配
備
し
て
い
る
消
防
自
動
車
の
更
新
の
た
め
、
新
た
に

機
動
性
と
安
全
性
の
高
い
は
し
ご
付
自
動
車
を
購
入
し
ま
す
。

購
入
金
額　

２
億
１
８
９
０
万
円

新
し
い
車
両
に
は
ど
の
よ
う
な
機
能
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
か
。

 

先
端
部
分
が
屈
折
す
る
し
く
み
の
は
し
ご
が
備
わ
っ
て
お
り
、
電
線
や

樹
木
な
ど
の
障
害
物
を
避
け
て
建
物
な
ど
に
接
近
す
る
こ
と
が
で
き
、

フ
ェ
ン
ス
や
手
す
り
に
囲
ま
れ
た
ビ
ル
の
屋
上
な
ど
で
ス
ム
ー
ズ
な
救

出
活
動
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
前
輪
と
後
輪
が
同
時
に
動
く
の
で
、
切

り
返
し
が
必
要
な
狭
い
道
路
へ
の
進
入
が
容
易
に

で
き
、
よ
り
迅
速
に
現
場
に
到
着
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

 

は
し
ご
車
か
ら
の
放
水
は
ど
れ
く
ら
い
ま
で
届
き

ま
す
か
。

 
は
し
ご
は
マ
ン
シ
ョ
ン
の
11
階
く
ら
い
の
高
さ
ま

で
伸
び
ま
す
。
高
圧
で
放
水
す
る
の
で
、
そ
れ
以

上
の
階
の
消
火
に
対
応
で
き
ま
す
。

QAQA こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

西
消
防
署
に
配
備
す
る
高
機
能
の
は
し
ご
付

消
防
自
動
車
の
購
入

定例会の概要

9
月
定
例
会
　
議
案
審
議

呉
市
で
決
ま
っ
た
48
件

市長提出議案
議長提出議案
意見書

諮問

・・・・・・・・・・・・・・・・・39 件
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2 件

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4 件

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3 件

9
月
2
日
～
26
日

全
て
の
議
案
名
と
結
果
は
呉
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

→
議
員
別
賛
否
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

Pickup

Pickup

Pickup

1

2

3

計 48件

〈
議
第
72
号
〉　

物
品
の
取
得
案  

・主要農作物の種子生産に係る県条例の制定を求め
る意見書

・ライドシェアの無秩序な導入に反対し、地域交通で
あるタクシー事業等を守る施策の推進を求める意見書

・高齢者の安全運転支援と移動手段の確保を求める
意見書

・少人数学級の推進を含む教職員定数改善及び義務
教育費国庫負担制度２分の１復元を求める意見書

この中から３つを見てみよう Pick
up

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
無
償
化
に
係
る
所

用
の
規
定
を
整
備
し
ま
し
た
。

新
規
生
活
バ
ス
の
運
行
に
あ
た
っ
て
必
要
な
事
業
費
の
補
正
を
行
い

ま
し
た
。

金
額　

７
３
０
０
万
円

無
償
化
に
よ
り
、
ど
れ
く
ら
い
の
保
育
料
の
軽
減
に
な
り
ま
す
か
。

 

平
均
で
１
万
５
５
０
０
円
の
軽
減
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
３
歳
か
ら
５

歳
ま
で
の
食
材
料
費
は
実
費
負
担
と
な
り
ま
す
。

 

無
償
化
に
よ
る
市
の
負
担
は
ど
れ
く
ら

い
で
す
か
。

 

今
年
度
は
国
が
全
額
負
担
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
来
年
度
か
ら
は
国

が
２
分
の
１
、
県
と
市
が
４
分
の
１
ず

つ
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
市
の
負
担
額

は
約
２
億
円
と
試
算
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
一
部
の
バ
ス
路
線
を
広
島
電
鉄
か
ら
生
活
バ
ス
に
移
管
す
る

こ
と
に
よ
り
、
ど
れ
く
ら
い
の
歳
出
削
減
に
な
り
ま
す
か
。

10
月
１
日
か
ら
の
半
年
間
で
約
２
６
０
０
万
円
の
削
減
に
な
り
ま
す
。

バ
ス
の
位
置
情
報
を
案
内
表
示
板
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
確
認
で
き
る
バ

ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
全
て
の
生
活

バ
ス
路
線
に
導
入
す
る
の
で
す
か
。

広
市
民
セ
ン
タ
ー
バ
ス
停
で
乗
り
か
え

る
路
線
に
導
入
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の

路
線
は
今
後
の
状
況
を
踏
ま
え
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

QAQA

QAQA　　

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
よ
る
幼
児

教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
伴
い
所
要
の
規
定

を
整
備

市
内
バ
ス
路
線
の
再
編
に
伴
い
、
新
し
く
運
行

さ
れ
る
生
活
バ
ス
に
対
す
る
負
担
金
を
計
上

〈
議
第
75
号
〉　

呉
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
案　

ほ
か

〈
議
第
83
号
〉　

令
和
元
年
度
呉
市
一
般
会
計
補
正
予
算
案

元気いっぱい育ってね

移管されたバス路線 先端が曲がるのが特徴
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出
張
中
の
森
本
議
長
か
ら
「
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
た
!
」と
の
電
話
。驚
い
て
聞
き
返
す
と「
中

核
市
議
会
議
長
会
の
議
会
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
今
か
ら
授
賞
式
」
と
の
こ
と

で
「
チ
ー
ム
議
会
く
れ
」
は
全
国
で
も
後
発
だ

け
に
、
に
わ
か
に
は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

後
日
議
長
に
賞
状
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、や
っ

と
実
感
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。
そ
の
時
の
様
子

を
聞
く
と
、
全
国
58
中
核
市
中
56
市
の
議
長
が

投
票
し
た
結
果
、
第
一
位
に
な
っ
た
と
の
こ
と

で
、
審
査
員
の
コ
メ
ン
ト
も
、
表
紙
の
強
烈
な

イ
ン
パ
ク
ト
、
読
み
や
す
い
中
面
、
あ
っ
と
い

う
間
に
全
部
読
め
る
な
ど
高
評
価
。
一
方
で
、

意
欲
的
な
試
み
を
続
け
る
こ
と
の
難
し
さ
も
指

摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
受
賞
を
機
に
、
広
報
委
員
一
同
さ
ら
に

知
恵
を
絞
り
、
市
民
の
た
め
の
議
会
広
報
紙
づ

く
り
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
報
委
員
会
委
員
長　

井
手
畑
隆
政呉市議会ホームページ

https://www.city.kure.lg.jp/site/gikai/

呉市議会事務局 Facebook

編
集
後
記

▲このアイコンが目印

スマホで読める！
デジタルブック配信！

無 料

カタログ
ポケット

FREE APP

次回 12月定例会の予定 議会を視る

議会を読む

議会を聴く

議会を調べる

　本会議・常任委員会・
特別委員会・議会協議
会の模様を、インター
ネットで生中継・録画
配信しています。また、
本庁舎１階のテレビで
生中継もしています。

　中核市議会議長会第 14 回議会報コンクールで、呉市議会だより「チーム議会くれ」第 4 号
が最高賞となる「最優秀賞」を受賞しました。
　これからも少しでも市民の皆様に議会だよりを手に取っていただけるよう、引き続き、頑張っ
ていきます。

最優秀賞を受賞！　中核市議会議長会第 14 回議会報コンクール

　呉市議会だより「チー
ム議会くれ」は、２月、
５月、８月、11 月に発
行します。
　わかりやすく議会の
活動を知ることができ
ます。

　本会議・常任委員会・
特別委員会・議会協議
会を公開しています。
傍聴をご希望の方は、
会議開催日に、議会棟

（庁舎４階）までお越し
ください。

　呉市議会ホームペー
ジには、詳しい議会情
報が満載です。
　また、議会の日常を
伝える呉市議会事務局
Facebook も開設して
います。会議は通常10時開会です。

※予定は変更になる場合があります。12/23予備日。

日

本会議 本会議 本会議 本会議 総務
委員会

月 火 水 木 金 土

12/1

11/24

2 3 4 765

148 9 10 11 12 13

2115 16 17 18 19 20

2822 2423 25 26 27

302625 27 28 29

文教企業
委員会 本会議予算特別

委員会
民生
委員会

産業建設
委員会

民生
委員会

（告示日）

産業建設
委員会

特別
委員会

総務
委員会

文教企業
委員会

インフォメーション

授賞式の様子 最優秀賞受賞作




